
(2)ゆずり葉だより　夏・第５６号平成２1 年７月 1 日

１
面
か
ら
続
く

１
面
か
ら
続
く

平成２０年度 会計決算 報告 （単位：円）

　

平
成
21
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
平
成
20
年
度
の
実
績
と
ほ
ぼ
同
様
の
た
め

紙
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
を
省
略
し
ま
し
た
。

 収　入　の　部　  予　算　額   実　績　額　　   摘 　　  　　　　 　要

前年度繰越金               87,556       87,556　平成1９年度からの繰越金　 

市の補助金(1)　  　　 386,000    386,000　補助金交付要網第5条1～3号
市の補助金(2)　　　　　 ―　　     170,000　補助金交付要網第５条４号

社会福祉協議会の助成金　   155,000    156,000   福祉Ｃ支援事業   
　　　　〃　　　　　　  ―               83,300　ふれあいいきいきサロン支援事業

　　　　 〃　　　 　       ―　　        30,000　年末年始地域ささえ愛事業
協　賛　金  　　　     110,000     111,130　１戸当たり30円／年

広告収入　         　　 120,000　   130,000　『ゆずり葉だより』広告料

ゆずり葉まつり収入       100,000     　―　 　　ゆずり葉まつり事業収入

雑　収　入　　　　　　  1,000　　　　 353　利息、寄付

 　　合　　　計　      959,556  1,154,339　

支　出　の　部　   予　算　額    実　績　額　   摘　　　  　　　  　　要

活　動　費　　　　　 160,000　  146,101　組織運営、地域課題事業

広報紙・ＨＰ事業費    416,000　 409,074  広報紙年4回発行

市の補助金(２)支出　　   ―　        170,190　 防犯看板設置、イベントベスト２０着

福祉Ｃ支援事業費　　 155,000　  156,106    宝塚市社会福祉協議会の助成金

ふれあいいきいきサロン 　　　―　　　　   90,205　同上・ゆずり葉シニアサロン新設

年末年始地域ささえ愛事業 　　―　　　　　34,166   同上・阪神大震災メモリアル事業

ゆずり葉まつり支出    100,000　　　  ―

会議室等使用料  　　 　   3,000　      2,400    コミュニティルーム使用料

プリント・コピー・文具代　　50,000　    42,073

予　備　費  　　　  　  75,556 　　 ―

  　　小　　　計　　   959,556  1,050,315

次年度繰越金　　　　　  ―　　　　104,024

 　　合　　　計　　    959,556   1,154,339

　***** 特  別  会  計 *****

 １．拠点施設運営協力積立金特別会計　　　　

拠点施設運営協力積立金　１９年度残高 　  収　　入　　  支　  出　　  残　  高     

     　　２０年度　　　　   266,671        87,670　             0     354,341

 ２．県民交流広場事業特別会計

県民交流広場事業 　　  １９年度残高      収　　 入 　  支　   出        残     高

  　　　２０年度　　　        91,036     400,324     458,144       33,216

　

神
南
・
阪
神
北
の
３
県
民
局
合
同
で
２
／
21

　

(
土)

、
「
県
民
交
流
広
場
ふ
れ
あ
い
研
修
会
」

　

を
開
催
。
各
県
民
局
か
ら
１
名
が
代
表
と
な
り
、

　

当
会
は
テ
ー
マ
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
合
意

　

形
成
と
活
性
化
へ
の
方
策
」
と
し
て
発
表
し
た
。

 

② 

光
ガ
丘
中
学
校
「
総
合
文
化
発
表
会
」
が
10

　

／
30(

木)

、
31(
金)

の
２
日
間
開
催
さ
れ
、

　

テ
ー
マ
は
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
広
報

　

紙
情
報
」
と
し
て
パ
ネ
ル
展
示
し
た
。

 

③ 

阪
神
北
県
民
局
パ
ネ
ル
展
示
会
は
、
例
年
行

　

わ
れ
て
い
る
地
域
見
本
市
と
し
て
11
／
30(

日)

、

　

開
催
さ
れ
、
テ
ー
マ
は
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
の
広
報
戦
略
」
と
し
て
パ
ネ
ル
展
示
し
た
。

(7) 

宝
塚
市
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

が
12
／
１
（
月)

に
開
催
さ
れ
、
当
会
が
記
録

　

映
像
を
担
当
、
初
め
て
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
・
ラ
イ
ブ

　

中
継
が
さ
れ
た
。

(8) 

８
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
へ
の
自
治
会
結
成

　

促
進
策
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
が
進
み
「
宝

　

塚
市
の
地
域
自
治
制
度
」
を
担
え
る
ま
ち
づ
く

　

り
協
議
会
の
組
織
づ
く
り
に
向
け
て
、
宝
塚
市

　

と
宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
と
の
協
力
に
よ
り
管

　

理
組
合
理
事
長
に
対
し
12
／
７(

日)

、
自
治

　

会
結
成
と
宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
へ
の
加
入
促

　

進
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

(9) 

「
ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
」
が
10
／
18(

土)

開
催

　

さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
と
子
供
・
高
齢
者
、
多

　

世
代
の
交
流
の
場
と
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

　

域
が
一
体
と
な
っ
た
事
業
を
行
っ
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
会

　

則
は
、
住
民
の
個
人
及
び
団
体
の

　

提
案
権
や
活
動
権
を
基
本
に
し
て

　

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
よ

　

り
一
層
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い

　

る
。
そ
の
一
つ
に
「
活
動
者
登
録

　

届
」
が
あ
る
。 「
活
動
者
登
録
届
」

　

は
22
件
の
提
出
が
あ
っ
て
、
そ
れ

　

ぞ
れ
の
事
業
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

(1) 

地
域
交
流
事
業

　
　

８
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
は

　

「
白
瀬
川
両
岸
集
合
住
宅
協
議
会
」

　

を
結
成
し
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に

　

代
議
員
が
集
ま
り
、
よ
り
一
層
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
会

　

議
を
し
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
集

　

会
所(

室)

を
持
ち
回
り
に
し
て

　

毎
月
場
所
換
え
を
し
、
交
流
を
促

　

進
し
な
が
ら
課
題
提
起
を
図
っ
て

　

い
る
。
交
流
事
業
と
し
て
シ
ネ
マ

　

シ
ア
タ
ー
上
映
会
を
毎
月
開
催
し
、

　

年
末
に
は
８
０
０
人
が
参
加
す
る

　

餅
つ
き
大
会
を
行
っ
た
。
一
方
、

　

伝
統
的
な
組
織
力
の
あ
る
自
治
会

　

や
老
人
会
、
福
祉
委
員
な
ど
の
活

　

発
な
事
業
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民

　

の
交
流
と
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

　

文
化
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

　

た
。
毎
年
恒
例
の
桜
ま
つ
り
・
夏

　

祭
り
・
文
化
祭(

音
楽
会
、
展
覧

　

会
、
お
茶
会)

な
ど
で
あ
る
。

(2) 

子
ど
も
の
健
全
育
成
・

　
　
　
　
　
　

三
世
代
交
流
事
業

　
　

自
治
会
、
老
人
会
、
福
祉
委
員

　

な
ど
が
共
催
し
て
子
ど
も
・
親
・

　

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
連

　

帯
意
識
を
醸
成
し
て
い
る
。
岩
倉

　

山
に
登
り
植
物
等
の
観
察
、
野
外

　

で
三
世
代
の
ふ
れ
あ
い
事
業
を
実

　

施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
図

　

っ
て
い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
ハ

　

ロ
ウ
ィ
ン
・
児
童
歓
送
迎
会
・
子

　

ど
も
茶
道
教
室
初
釜
・
伝
統
文
化

　

い
け
ば
な
子
ど
も
教
室
・
子
ど
も

　

と
遊
ぼ
う
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ

　

ィ
・
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
自
然
観
察

　

な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

(3) 

防
災
・
防
犯
推
進
事
業

　
　

当
校
区
は
、
34
％
超
の
宝
塚
一

　

番
の
高
齢
化
率
と
な
っ
た
。
安
全

　

で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
住
民
の

　

防
災
意
識
の
高
揚
と
地
域
に
お
け

　

る
自
主
的
な
防
災
活
動
と
し
て
、

　

１
／
16(

金)

に
地
域
防
災
訓
練

　

を
行
っ
た
。
防
犯
は
、
校
区
全
域

　

に
防
犯
の
立
て
看
板
「
安
全
・
安

　

心
の
街
づ
く
り
、
空
き
巣
・
車
上

　

狙
い
を
許
さ
な
い
」
を
ア
ル
ミ
複

　

合
版
に
印
刷
し
て
、
校
区
全
域
に

　

あ
る
12
カ
所
の
広
報
板
の
柱
を
活

　

用
し
て
取
付
け
、
立
て
看
板
と
し

　

て
完
成
し
た
。
校
区
全
体
の
活
動

　

で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

　

ら
、
防
犯
運
動
を
展
開
し
、
犯
罪

　

の
な
い
明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ

　

く
り
を
目
指
し
た
。

(4) 

環
境
美
化
推
進
事
業

　
　

当
地
区
は
裏
山
に
接
し
自
然
豊

　

か
な
地
域
で
あ
り
、
住
宅
に
垂
れ

　

下
が
っ
て
い
る
道
路
法
面
の
自
然

　

林
の
伸
び
す
ぎ
た
松
の
伐
採
や
枝

　

払
い
、
雑
木
の
伐
採
な
ど
環
境
整

　

備
と
公
園
内
の
徒
長
し
て
い
る
サ

　

ツ
キ
や
フ
ジ
そ
の
他
樹
木
の
剪
定

　

を
行
っ
た
。
自
然
林
や
公
園
を
整

　

備
し
「
自
然
と
住
民
生
活
が
共
生

　

で
き
る
快
適
で
住
み
良
い
ま
ち
づ

　

く
り
」
に
「
自
然
林
環
境
整
備
事

　

業
」
と
し
て
実
践
し
て
い
る
。
ま

　

た
、「
白
瀬
川
の
自
然
を
守
る
会
」

　

と
し
て
白
瀬
川
の
清
掃
活
動
を
行

　

い
、
ホ
タ
ル
を
育
て
、
そ
の
観
賞

　

路
を
整
備
し
た
。「
花
と
緑
の
会
」

　

の
活
動
は
、
各
単
位
自
治
会
や

　

管
理
組
合
で
活
発
に
行
わ
れ
た
。

(5) 

ゆ
ず
り
葉
散
策
路
整
備
事
業

　
　

裏
山
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し

　

た
身
近
な
場
所
に
四
季
折
々
の
緑

　

と
花
が
あ
り
、
高
齢
者
・
子
ど
も

　

家
族
揃
っ
て
で
き
る
健
康
づ
く
り

　

の
散
策
路
が
あ
れ
ば
と
願
っ
て
い

　

る
。
そ
の
整
備
を
行
い
、
裏
山
の

　

自
然
を
観
察
し
、
健
康
ハ
イ
キ
ン

　

グ
の
た
め
の
コ
ー
ス
を
開
拓
・
設

　

定
し
、
そ
の
ル
ー
ト
整
備
を
行
っ

　

た
。
ゆ
ず
り
葉
ピ
ー
ク
散
策
ハ
イ

　

キ
ン
グ
と
行
者
山
東
観
峰
登
頂
ハ

　

イ
キ
ン
グ
を
交
互
に
、
毎
週
日
曜

　

日
の
午
前
に
実
施
し
た
。

(6) 

健
康
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
　

健
康
で
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

　

地
域
で
暮
ら
し
続
け
、
健
や
か
で
、

　

や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
暮
ら
し
と
生

　

涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
推
進

　

す
る
。
ま
た
高
齢
者
の
状
況
を
把

　

握
し
、
福
祉
活
動
及
び
災
害
時
の

　

救
助
活
動
に
役
立
て
る
。
一
方
宝

　

塚
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
活
動

　

母
体
と
し
て
健
康
づ
く
り
推
進
活

　

動
会
議
を
設
立
し
た
。
ゆ
ず
り
葉

　

シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
・
健
康
カ
ラ
オ
ケ

　

サ
ロ
ン
・
ふ
れ
あ
い
喫
茶
・
健
康

　

教
養
講
座
・
敬
老
の
日
お
祝
い
訪

　

問
・
歌
唱
ク
ラ
ブ
・
手
芸
サ
ー
ク

　

ル
・
ウ
ク
レ
レ
の
会
・
マ
ー
ジ
ャ

　

ン
同
好
会
・
卓
球
・
太
極
拳
・
健

　

康
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
を
活
発
に
行

　

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

以　

上

　

　 　

活
動
局
活
動
事
業

活
動
局
活
動
事
業

(10) 

逆
瀬
台
小
学
校
の
運
動
会
が
９
／
27(

土)

に
行

　

わ
れ
「
玉
い
れ
」
に
20
名
が
参
加
し
た
。

(11)
「
ま
ち
づ
く
り
地
域
計
画
」
の
見
直
し
と
提
出
は
、

　

平
成
15
年
12
月
９
日(

火)

「
ま
ち
づ
く
り
地
域

　

計
画
」
の
提
案
書
を
提
出
し
以
後
、
単
な
る
計

　

画
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
フ
ォ
ロ
ー
を
続
け

　

て
計
画
の
実
現
を
図
っ
て
い
る
。
役
員
会
で
の

　

①
８
／
３(

日)

「
ま
ち
づ
く
り
進
捗
状
況
の

　

報
告
」
、 

②
10
／
５(

日)

「
第
４
次
宝
塚
市
総

　

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の
見
直
し
反
映
、 

③

　

12
／
７(

日)

「
第
５
次
総
合
計
画
」
へ
の
反

　

映
を
す
る
た
め 

④
１
／
17(

土)

締
切
で
意

　

見
・
提
案
を
募
集
、 

⑤
２
／
１(

日)

「
ま
ち

　

づ
く
り
計
画
進
行
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を

　

議
論
、
こ
れ
ら
役
員
会
で
の
意
見
・
提
案
・
審

　

議
の
結
果
、
第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
に
向
け

　

た
基
礎
資
料
と
な
る
「
同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

　

を
、
⑥
３
／
１
付
で
ま
と
め
役
員
19
名
・
委
員

　

16
名
に
対
し
配
布
、 

⑦
こ
れ
を
３
／
15(

日)
　

締
切
で
意
見
募
集
を
し
た
。
こ
の
シ
ー
ト
を
３

　

／
18(
水)

 

宝
塚
市
に
提
出
し
た
。
こ
れ
を

　

「
ま
ち
づ
く
り
地
域
計
画
」
の
決
定
と
し
て
４

　

／
１
付
広
報
紙
「
ゆ
ず
り
葉
だ
よ
り
」
に
掲
載

　

し
た
。

事
務
局
活
動
事
業

事
務
局
活
動
事
業

 

広　

報　

委　

員

(1) 

例
年
通
り
広
報
紙
「
ゆ
ず
り
葉
だ
よ
り
」
を

　

年
４
回
、
全
面
カ
ラ
ー
刷
り
、
Ｂ
４
版
４
面
で

　

発
行
。
春
号
は
４
月
に
発
行
し
て
い
た
が
、
会

　

則
が
全
面
改
正
さ
れ
４
月
１
日
施
行
の
た
め
５

　

月
に
な
っ
た
。
５
月
春
・
第
51
号
、
７
月
夏
・

　

第
52
号
、
10
月
秋
・
第
53
号
、
１
月
新
春
・
第

　

54
号
で
発
行
さ
れ
た
。
配
布
は
、
年
度
当
初
に

　

１
年
間
の
配
布
日
時
を
設
定
し
、
校
区
を
網
羅

　

す
る
６
自
治
会
長
、
８
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
長
又

　

は
担
当
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
で
引
き
取

　

り
、
全
戸
配
布
し
た
。
ま
た
、
外
部
配
布
は
、

　

行
政
関
係
、
小
・
中
・
高
の
各
学
校
、
中
央
図

　

書
館
、
西
公
民
館
、
エ
デ
ン
の
園
、
て
く
て
く
、

　

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
希
望
す
る
市
会
議

　

員
等
に
配
布
し
た
。
編
集
会
議
を
21
回
開
催
し
、

　

デ
ジ
カ
メ
に
よ
る
写
真
撮
影
を
中
心
に
編
集
し

　

た
。
各
所
で
出
来
た
原
稿
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
準
備
室
に
送
信
し
、

　

集
ま
っ
た
原
稿
を
Ｂ
４
版
に
し
て
１
～
４
面
を

　

統
一
し
原
版
を
作
成
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
原

　

版
を
印
刷
業
者
に
渡
し
印
刷
の
み
を
外
注
し
た
。

(2) 

ブ
ロ
グ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｈ
Ｐ
掲
示
板
の
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
ブ
ロ
グ
は
、
地
理
情
報
シ

　

ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
有
効
活
用
と
動
画
の
導

　

入
に
よ
っ
て
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

　

ア
ク
セ
ス
数
が
大
幅
に
増
加
し
毎
日
５
０
０
回

　

と
な
っ
て
き
た
。
２
年
間
で
ア
ク
セ
ス
数
は
、

　

30
万
回
を
超
え
、
情
宣
活
動
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
の
活
用
が
非
常
に
有
効
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
多
量
の
情
報
蓄
積
が
で
き

　

る
の
で
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
の
充
実
に
努
め
、

　

ま
た
地
域
の
Ｉ
Ｔ
化
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
、

　

パ
ソ
コ
ン
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

 

書　

記　

委　

員

　
　

役
員
会
の
議
事
録
を
速
や
か
に
作
成
し

　

役
員
19
名
と
委
員
16
名
に
配
布
し
て
い
る
。

　

レ
ジ
メ
や
議
事
録
は
紙
ベ
ー
ス
と
と
も
に
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
公
開
す
る
と
同
時
に

　

デ
ー
タ
ス
ト
ッ
ク
を
し
て
い
る
。

 

経　

理　

委　

員

　
　

支
払
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
出
納
は
書
類
を

　

検
証
し
て
迅
速
・
正
確
に
行
っ
た
。
補
助
金

　

の
申
請
と
報
告
書
は
、
行
政
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

　

従
っ
て
、
説
明
責
任
が
果
た
せ
る
よ
う
作
成

　

・
提
出
し
た
。
帳
簿
類
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
・

　

エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
、
入
力
デ
ー
タ
か
ら
自

　

動
的
に
帳
票
作
成
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

 

施　

設　

委　

員

　
　

活
動
拠
点
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル

　

ー
ム
」
の
利
用
状
況
は
、
延 

８
７
３
時
間

　

／
年
、　

延 

３
１
６
回
／
年
で
あ
っ
た
。
利

　

用
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

　

毎
週
の
日
曜
・
火
曜
・
木
曜
・
金
曜
・
土
曜

　

日
、
と
第
１
月
曜
と
第
３
水
曜
日
の
午
後
を

　

使
用
し
て
い
る
。
拠
点
施
設
を
有
効
に
活
用

　

す
る
た
め
、
毎
日
の
午
前
と
夜
間
の
利
用
促

　

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
逆
瀬

　

台
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
入
口
ゲ
ー
ト

　

の
確
保
と
小
学
校
に
接
す
る
水
路
上
に
駐
車

　

場
の
新
設
及
び
拠
点
施
設
の
入
口
ま
で
の
照

　

明
器
具
の
取
付
け
が
必
要
で
あ
る
。

≪ボランティアの「活動者登録届」提出による支出明細表≫

　宝塚市社会福祉協議会の福祉コミュニティ支援事業助成金

　　① 桜まつり　　　　　　　　　　　50,000 円
　　② クリスマス会他５件の事業　　　39,090
　　③ 敬老の日お祝い他１件の事業　　30,512
　　④ その他４件の事業　　　　　　　19,684
　　⑤ 福祉事業広報費用　　　　　　　16,820
                    　（合　計）　　　156,106

　兵庫県阪神北県民局の県民交流広場事業助成金

　　① 夏祭り会場設備レンタル代　　 100,000 円
　　② 文化祭・音楽会音響照明代　　 100,000
　　③ 里山ハイキング＆バーベキュー　60,672
　　④ シネマ　シアタークラブ　　　　28,000
　　⑤ 子どもと遊ぼう会　　　　　　　25,000
　　⑥ 健康・教養講座　　　　　　　　20,000
　　⑦ 白瀬川広域活動会議　　　　　　15,000
　　⑧ その他５件の事業　　　　　　　52,000
　　⑨ 福祉事業広報活動 (会報・ニュース )  57,472
                      （合　計）　　  458,144　


